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改  正  後 現     行 備 考 

 

１． 【 省 略 】 

 

２．ＩＣＴ活用工事の概要 

※ＩＣＴの活用区分については《表‐１ ＩＣＴの活用区分》を参照。  

受注者からの提案により、［削除］付帯構造物設置工、法面工及び作業土工（床掘）に

ＩＣＴ施工技術を活用する場合はそれぞれ実施要領及び積算要領を参照すること。 

 

３．対象工事 

（１） 【 省 略 】 

（２）受注者希望型 

対象工種を含む発注者指定型以外の工事において、受注者からの希望により実 

施する工事。土工量によらず発注時において特記仕様書に明示する（土工量1,000

ｍ3未満の場合は、ＩＣＴ活用工事（土工1,000ｍ3未満）実施要領など参照）。Ｉ

ＣＴ施工技術の活用については、契約後、受発注者間協議により決定する。 

 

４． 【 省 略 】 

 

５．取組内容 

①～③ 【 省 略 】 

④３次元出来形管理等の施工管理  

＜出来形管理＞  

下記１）～９）から選択（複数以上可）して、出来形管理を行うものとする。  

出来形管理にあたっては、標準的に面管理を実施するものとするが、施工現場の環境

条件により、面的な計測のほか、管理断面及び変化点の計測による出来形管理を選択し

てもＩＣＴ活用工事とする。  

１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理  

２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

３）トータルステーションを用いた出来形管理  

４）トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理  

５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理  

６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

８）施工履歴データを用いた出来形管理（土工）  

９）［削除］ 

９）その他の３次元計測技術を用いた出来形管理  

＜品質管理＞  

下記１０）の技術を用いた品質管理を行うものとする。  

１０）ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理技術  

⑤ 【 省 略 】 

 

 

１． 【 省 略 】 

 

２．ＩＣＴ活用工事の概要 

※ＩＣＴの活用区分については《表‐１ ＩＣＴの活用区分》を参照。  

受注者からの提案により、地盤改良工、付帯構造物設置工、法面工及び作業土工（床掘）

にＩＣＴ施工技術を活用する場合はそれぞれ実施要領及び積算要領を参照すること。 

 

３．対象工事 

（１） 【 省 略 】 

（２）受注者希望型 

対象工種を含む発注者指定型以外の工事において、受注者からの希望により実 

施する工事。ただし、土工量が1,000m3 以上の工事は、発注時において特記仕様書

に明示する。ＩＣＴ施工技術の活用については、契約後、受発注者間協議により決

定する。 

 

４． 【 省 略 】 

 

５．取組内容 

①～③ 【 省 略 】 

④３次元出来形管理等の施工管理  

＜出来形管理＞  

下記１）～１０）から選択（複数以上可）して、出来形管理を行うものとする。  

出来形管理にあたっては、標準的に面管理を実施するものとするが、施工現場の環境

条件により、面的な計測のほか、管理断面及び変化点の計測による出来形管理を選択し

てもＩＣＴ活用工事とする。  

１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理  

２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

３）トータルステーションを用いた出来形管理  

４）トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理  

５）ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理  

６）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

７）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理  

８）施工履歴データを用いた出来形管理（土工）  

９）施工履歴データを用いた出来形管理（地盤改良工） 

１０）その他の３次元計測技術を用いた出来形管理  

＜品質管理＞  

下記１１）の技術を用いた品質管理を行うものとする。  

１１）ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理技術  

⑤ 【 省 略 】 

 

 

 

 

 

誤記の修正 

 

 

 

 

 

 

土工 1,000m3 未満

の実施要領を新規

に作成したことに

よる追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤記の修正により

削除 

番号の修正 
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改  正  後 現     行 備 考 

６． ～ １４． 【 省 略 】 

 

１５．特記仕様書への明示例  

（１）発注者指定型の場合 

１ 【 省 略 】 

２ ＩＣＴ活用工事の実施にあたっては、森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事（土 

工）実施要領（令和５年８月）に基づくものとする。この実施要領は、富山県 

のホームページの『富山県森林整備保全事業におけるＩＣＴ活用工事の施行に 

ついて』から入手できる。 

３ ～ ５ 【 省 略 】 

（２）受注者希望型の場合（土工量が1,000m3 以上の工事） 

２ ＩＣＴ活用工事の実施にあたっては、森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事（土 

工）実施要領（令和５年８月 ）に基づくものとする。この実施要領は、富山県 

のホームページの『富山県森林整備保全事業におけるＩＣＴ活用工事の施行に 

ついて』から入手できる。 

３ ～ ５ 【 省 略 】 

（３）受注者希望型の場合（土工量が1,000m3 未満の工事） 

  森林整備保全事業ＩＣＴ活用工事（土工1,000ｍ3未満）実施要領などを参照 

 

１６． 【 省 略 】 

 

附則  

この要領は、令和５年８月15日以降に作成する設計書から適用する。 

 

《表－２ ＩＣＴ活用工事と適用工種（その１）》 

【 表 略 】 

 

《表－２ ＩＣＴ活用工事と適用工種（その２）》 

【 表 略 】 

６． ～ １４． 【 省 略 】 

 

１５．特記仕様書への明示例  

（１）発注者指定型の場合 

１ 【 省 略 】 

  ２ ＩＣＴ活用工事の実施にあたっては、森林保全事業ＩＣＴ活用工事（土工）実 

施要領（令和４年 10 月 富山県農林水産部）に基づくものとする。この実施要領 

は、富山県のホームページの『富山県森林保全事業におけるＩＣＴ活用工事の施 

行について』から入手できる。 

３ ～ ５ 【 省 略 】 

（２）受注者希望型の場合（土工量が1,000m3 以上の工事） 

２ ＩＣＴ活用工事の実施にあたっては、森林保全事業ＩＣＴ活用工事（土工） 

実施要領（令和４年10月 富山県農林水産部）に基づくものとする。この実施要 

領は、富山県のホームページの『富山県森林保全事業におけるＩＣＴ活用工事 

の施行について』から入手できる。 

３ ～ ５ 【 省 略 】 

（３）受注者希望型の場合（土工量が 1,000m3 未満の工事） 

   明示なし 

 

１６． 【 省 略 】 

 

【 新 設 】 

 

 

《表－１ ＩＣＴ活用工事と適用工種（その１）》 

【 表 略 】 

 

《表－１ ＩＣＴ活用工事と適用工種（その２）》 

【 表 略 】 

 

 

 

 

 

字句の修正 

 

 

 

 

字句の修正 

 

 

 

 

 

土工 1,000m3 未満

の実施要領を新規

に作成したことに

よる追記 

 
適用日の追加 

 

 

表番号の修正 

 


